




































神谷(1990)によれば、難病を受容 して生きる人々では、その心の構造が変化 している。彼 ら
の心は 「社会化」「歴史化」「精神化」 されている。社会化 とは自分は人類の一員であるという意
識を持つことであり、歴史化とは自分の生が歴史の小 さな一翼を担っているという意識を持つこ











いても重要なのは、それが 「自我を越えたものに対する畏怖」 と 「それに対する自我の従属」を





に告知を受ける。夫、母、長男と暮らす。病気をして7年 間、彼女は孤立 し、自分 じゃないよう
に感じたと言う。うまく話せず、容姿が衰え、他者からの奇異の目に晒 される。それらは20代の
彼女の胸の中を劣等感で一杯にし、彼女はその苦痛を避けるため 「心を閉ざした」のである(他











畏怖 ・自己の被造物性の認識)。Aさんは自分 を 「田の畦 に咲 くレンゲ草」 と呼ぶ。そこには、
一生命 としての自分がいる。「すべての生物を生物たらしめている原動力には、必ず何か一つの
使命、義務が与えられ、生を授かっている」と言 うように、Aさ んは小 さな生命として世界に存
在する自分を認識する(生命の存在原理の認識)と 同時に、この生命か ら生まれてきたという事
実に自らを根拠づけようとする。彼女は自分の使命 を探 したい と言うが、それが見つかることよ





















前者 「召命型」シャーマンが経験する苦難 としては、離婚 ・性的不合 ・家族間の争いなど人間
関係における葛藤、幻覚 ・幻聴などを伴った腹痛 ・頭痛などの身体的異常があり、それらが複合
的に生起 している。沖縄のユタ研究によれば、ユタは幼少からの複雑な人間関係を背景に成人し、
家族間葛藤や身体異常に見舞われ、超自然的 ・聖的な幻覚 ・幻聴を伴う心身異常 「カミダーリィ」
を経験する。カミダーリィにおいてユタは、夢で毎 日のように神霊や祖霊に儀礼的行為を命 じら






那覇のユ タ的人物(正 式なユ タではないが、ユタ的活動 をしている人)且 さん(女性 ・57歳)
は、事業を手広 く行い成功 した夫と子供達(男 三人 ・女一人)と 幸福に暮 らしていたが、40歳半
ばの時に自ら相互扶助的金融組織に手を出して失敗 し、財産の大部分を失った。姑や夫 との関係
が悪 くなった彼女は、救いを求めて宗教団体S会 に入信 し、夢中で宗教活動に打ち込んだ。その
ため、家のことは疎かになり、家族関係は一層悪くなった。金融に失敗 した時、周囲の人々はユ
タに行 くことを進めたが、彼女はそれを逡巡していたということである。一年ほどで彼女はS会
の 方針に疑問を抱 き脱会している。程なく彼女は体の変調を感 じ、極度の不安状態に陥った。体
がだるく、アパシー状態にな駅 寝ていると深い穴に ドスンと陥るような、じわじわと引きず り
込まれるような気が して落ち着いていられないようになった(カ ミダーリィ)。この頃の彼女は、

















在 としての自己の限界を徹底的に認識 させ られ、限界を超えた聖なる存在に仕えることで、自ら
の生に聖性 を見いだす。EHade(1958、訳書1993)は、主にシベ リアのシャーマン研究 を通 して、








物の声が響 き(ブル ・ローラーなどの音)、少年は突如 として連れ去 られ、村人には少年は神や
怪物によって殺 され、再び生 き返させられると告げられる。少年達は森の奥深 くに隔離され、小
屋 に閉じこめられ、眠ることを禁 じられ、体に傷 をつけられ、仮面 を付けた悪魔のような存在に
出会い、圧倒的な苦痛 と恐怖の中におかれる。そして、少年は苦痛と恐怖の直中で圧倒的な力を
持つ超人間的存在に出会い、神や先祖に関する神話を教えられ、圧倒的な力を持つ存在の聖性を




















り、独立性 ・分離性 を持 った自分を維持 しようとしているわけだが、それは自我の働 きである。
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への固執から抜けだし、圧倒的で聖なる力に身を任せて融合する受動的な主体性を身につけるの
である。人生の転機(幡i恒on)に関するワークショップを行っているBddges(1980、訳書1994)
も、人生の転機のプロセスを 「終わり(それまでの生 き方が終わること)」「ニュー トラル ・ゾー
ン」「始まり(新 しい生き方が始まること)」に分け、ニュー トラル ・ゾーンの重要性を述べてい





















器であり、また同時にセラピス トのそのような姿勢に接することでクライエ ント自身その憎 しみ
や悲 しみを自らの人生 という容器の中に入れ込み、なお崩壊 しない主体性を身につけるのである。
密閉された容器の中でじっくりと怒 りや悲しみが凝固 してゆくことによって、その破壊的エネル
ギーは味わい深い聖なる食物へ変容するのである。境界例の治療において患者は自ら持ちきれな




し、何 よりもクライエントの心に死の恐怖を入れ込む容器が生 まれたことを示 している。ユ ング
派分析家の織田(1993、p.261)は、「比較的任意の分裂 した治療者の心の一部が、病者とほとん
ど同一の変容過程、そこにはしばしば死 と再生の体験をともなうが、そのような変容過程を含む






する。これに対するのは、クライエントの吐き出す苦悩をセラピス トが取 り除 くという 「やる ・
とるの二者関係」(神田橋、1991)であり、これは結局治療者が容器 となる苦痛に耐えきれず丸
その苦痛を吐き出していることである。「眺め ・語る二等辺三角形の関係」を形成 してゆ くため
には、先ずセラピス トがクライエントとの関係における自らの傷つきを生き抜き、その直中で傷
つきを見つめ、その傷つきを生じさせてくる関係そのものの構造を読み取 り、その構造 における
クライエン トの体験構造 を推測し、それを伝達 してゆくことが大切になって くる。例えば、や
る ・とるの二者関係が成立 している場合、クライエントの苦痛を取 り除いているのは二者関係自
体だから、クライエントは一人になった時の不安 を抱えきれず、その苦 しみから逃れようとして
「苦 しみを感 じている自分」 を打ち消そうとする。やる ・とるの二者関係に入 り込んでいるセラ
ピス トは、ここで 「自分はクライエントに安心を与えることができなかった」 という無力感を体
験する。 しかし、この無力感は 「クライエントが苦痛を訴え、セラピス トがそれを取る」という
関係構造 を基盤にしお り、それは 「苦痛を取 り除 く関係を維持できなかったセラピス トの悲しみ」
である。この関係はクライエントに他者に苦痛を取 り除いてもらう態度を維持させ るため、クラ
イエントは一人になった時の苦痛のやり場を失い、苦痛を感 じ、そして 「苦 しみを感じている自
分」を打ち消そうという行動化に出る。ここで、もしクライエントに 「苦 しくなると自分の苦痛
を誰かに取 ってほしくな り、それが適わないと苦 しみを感 じている自分を消 したくなる」 という
体験構造 が見えてお り、しかもその体験構造の由来まで探 られているなら、クライエントは自分
の苦 しい感 じを抱えやす くなると思われる。
聖なる力への能動的屈従の視点は、セラピス トに苦悩に対する敬意を生み出す。セラピス トに
なりたいと思う人は、人を助けたい と思う気持ちもまた強 く、従って、往々にして苦悩する人を
安心 させたいという気持ちに駆 られて、人に関わってしまう。 この気持ちが安直な方向に働 くと、
クライエントと一緒になって苦悩そのものを取 り除けるかのような幻想に取 り込 まれて しまう。
そして、同情に満ちた態度で 「私がいるから安心 して」というようなメッセージを無意識にクラ
イエントに伝えてしまい、こうなるとクライエントがセラピス トといる時は安心で きるが、一人









の中で展開されるものであるから、結局人を安心 させたいという幻想 もまた二人の出会いが作 り
出す必然性を帯びているのかもしれない。セラピス トの治療観や治療技法も出会いの前では、卑
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小な自我のあがきかもしれない。加藤(1996)は治療的出会いの場が自ずから患者と治療者を癒
してゆ く、その根源的自律性を 「寂体」 と呼んでいるが、我々心理臨床家は、その寂体のうね り
にひたす ら謙虚に歩み寄ろうとするだけである。
5.構造 と実存①

















の自己性の崩壊に怯えつつ、世界 との関係 を何 とか成立させ ようとしている個人が存在している。



















時に、構造 と実存との弁証法的関係から生 じてくる非 日常的 ・深層的意識の世界を生 きている。
前者は、現代においては主客二元論を基礎 として成立 した科学的世界観であ り、そこでは物質的
現実が強力な力を持ち、神々は排除され、神や霊の登場するファンタジーは単なる空想とされて
しまう。我々は、ともすればこの世界観に従い、物質的幸福や社会的適応のみに心を傾け、自ら













Aguilera,D.C,&MessickJ.M.1974.ChsishlterventiQn.TheCV.MosbyCompany.小松 源助 ・荒 川 義 子訳.
1986『危 機療 法の 理 論 と実 際 』 川 島書 店.
Bddges,W.1980職msition.Addison-WesleypublishingCompany,倉光修 ・小 林 哲 郎訳.1994『トラ ンジ シ ョ
ンー 人生 の 転機 』創 元 社.
Eliade,M.1958.Bi鎚handReb㎞h.Harper&BrotherPublisher,NewYork.堀一 郎 訳.1993『生 と再 生一 イ ニエ
ー シ ョ ンの 宗 教 的意 義 』 東京 大 学 出 版 会 .
橋 本 朋広 、1997「難 病患 者の 苦悩 の癒 し一筋 萎 縮性 側 索 硬 化 症 の事 例 を通 して 」 『心 理 臨床 学研 究 』 第15巻5
号:513-523.
Jung,C.G.1958.Diepsychologiederbe血agung,GW16.RascherVerlag.林義 道 ・磯 上 恵子 訳.1996『転 移 の
心 理 学 』み す ず 書房.
神 谷 美 恵 子.1990阯 きが い につ い て』 み す ず書 房.
加 藤 清.1996「真 の癒 しへ の 黄金 の 糸 」 加藤 清 監 修 『癒 しの森 一 心 理療 法 と宗教 』 創 元 社:187-225.
神 田橋條 治.1991『精神 療 法 面接 の コ ツ』 岩 崎学 術 出 版.
河 合 隼 雄,1994『心 理療 法 序 説』 岩 波 書 店.
42椿 本 朋 広
木 村 敏.1990「危 機 と主体 」 『分 裂 病 と他 者 』 弘 文 堂:14i-151.
松 岡悦 子.1995「宗教 と世 界観 」 波 平 恵美 子 編 『系 統看 護 学 講 座 基礎9文 化 人 類 学』 医 学 書 院:135-165.
宮 沢 賢治.1995『 新 編 宮 沢 賢 治 詩 集(天 沢 退 二郎 編)』 新 潮 文庫.
織 田 尚生.1993『昔 話 と夢分 析 』 創 元社.
織 田 尚生.1994『王 権 の 心理 学 』 第 三 文明 社.
αto,R.1917.DasHeilige.山谷省 吾 訳 1995『聖 な る もの』 岩 波 文 庫.
佐 々木 宏 幹.'1994『シ ャー マ ニズ ム の 世界 』 講 談社 学術 文 庫.
渡 辺雄 三 。1988「心 理療 法 過 程 に お け る腐 敗 に つ い て」 『心 理 療 法 と症 例 理 解 病 院心 理 臨 床 の実 際』 誠 信 書
房:167-196.
Whght,DA1960.PhysicalDisability-APsychologicalApproach.Harper&Row,NewYork.
〈ABSTRA(-〉
Aclinicalpsychologicalstudyofexistentialconversion
Tomohhて)HASHMOTO
Thepurposeofthispaperistodiscussthemeaningofsuff6ringintheprocessofex童stendalconver-
sion,f}omtheviewpointofclinicalpsychology.Existentialconversionisthatfacingacrisis,aman.
getsthroughitbyconvers血ghisviewoftheworldandkissenseofvalues.In出eprocessofexisten-
tialconversion,itisveryimportantthattkeviewpointisconvergedffomwhichsuffbringisregarded
asthorougLunhappinessandconsideredthatitmustbegottenridofByexperiencinggreatsuffbring,
themor重alityandlhelimitofhumanbeingarerecogn童zed,.andheroismwhichoverestimategrowth
鋤ddeveloplnentisrelativ孟sed.Andf6elingthepowerbeyondmortalken,amannotonlyhasaego-
centricandwordlyinterestinthisworldbutalsocomestoregarditasIhecosmoswhere山ereare
gods,spiritsandsoon.Twocases,acceptanceofdisabilityofincurablediseaseandtransfbmlationin
㎞itiationprocess,arediscussedasexamples.ofexistentialconversion.
